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大豆単収世界記録 1081kg/l0aの衝撃

アメリカ合衆国の収量コンテストより一

田 村 聡 M ・住田弘一考 M ・堀江 武村村

〔キーワード):大豆，超多収，多収要因，収量コ

ンテスト，アメリ力会衆鼠

日本型食生活の中核をなす豆腐来n民

納豆などの原料として，認本では古くから栽

培されている.現在は年間約 14万 haで作付けされ，

単収は約 165kg/10a，23万 t前後の生産量で推移し

ている.阪:界においては，大豆は 20i企紀以降に主

に搾油用，飼料用としての作付けが北・南米をや心

に急速に増大し， 2010 は全世界で l億 239万

haの作付けがあった.出:界一の産地，アメリカ合衆

隈では， 2010年に 3100万 haで作付けされ 9061万

tが生産されている.その生産額ではトウモロコシ

に次いで第 2位，輸出額では農産物中で第 l位の重

要な地位をおめている.

アメリカ合衆国では，大主主生産に認する公的助成

はわずかであるため，単収向上そのものが直接的に

農家の収益に皮i決する.そのため，品積育成，栽培

技術院発における単収向上へのインセンティブは

栂めて高い.大立の単収はアメリカ合衆毘では着実

に増大し，全国平均単i奴は290kg/10aに達している.

一方， El本では，近年，単i反が停滞傾向にあるため

日米で単収格差が拡大している.

トウモロコシでは，全米規模のトウモロコシ生産

者収最コンテスト(民ationalCom Growers Yield 

Contest， National Com Growers Association) がf子わ

れており，多収生産技術の改苔zに役立っている.

大豆では全米規模の収益コンテストはないが，

農家の大豆多i民生産技術向上を図ることを践的と

して，多くの州では大豆の収景コンテストが州の大

豆協会によって開催されている.ミズーリチ1'1大豆協

会 (MissouriSoybean Association) が主催した 2010

年度の大豆~又最・品質コンテスト (Yield & Quality 

Contest) では，先進的農家 KipCullers氏によって

第53却F後存在 中央f没業総合研究センター (ShinjiShimada) 
勺;さ{防長室係 3紅花淡:む石~F党センター (Satoshi Shimamllra) 
料水淡政機悩 本音11 (HirokaZll Sllmida) 
…長lHiJf機も完 成事長 (TakeshiHorie) 

1081kg/10a (160.6bu/acre) の多収世界記録が達成

された.このような大立の紐多収は全米のみならず

世界でも大きな注目を浴びている.この Cullers氏

が実践しているユニークな多収生産技術の科学的

な根拠を解析するため，アーカンソー州立大学の

Larry C. Purcell教授のグループが現地試験を進めて

いる.筆者らは 2011年 8月 31Elに Purcell教授，

大学院学生 RyanJ. Van Roekel氏の案内のもと

Cullers氏の大豆悶場を視察する機会を得た.トウモ

ロコシ収穫の最盛期であったため，残念ながら

Cullers氏とお会いすることはできなかったが，

Purcell教授， Van Roekel fたから現池の状況を詳しく

関くことができた.ここでは，現地での見閣とイン

ターネット等から入手した情報 (Cubbage2010， 

Cubbage 2011)等をもとに Cullers氏が達成した大

立の起多収に関わる要割について報告したい.

1.大豆多収世界記録保持者

Kip Cullers氏のプロフイール

Kip Cullers氏は，非常に能力の高い農業経営者で

あり，共間で 4000haのトウモロコシ，インゲンマ

メや大豆を栽培しており，経営の中に養鶏も取り込

んでいる (Ball2011). Cullers氏はこの大豆収量コ

ンテストにおいて， 2006年に 938kg/10a(139. 4bu 

/acre)， 2007年に 1041kg/10a(154. 7bu/acre) の世

界記録を打ち立てており，今回も本人の自己記録の

更新である.また， トウモロコシにおいても 2006

年には全米トウモロコシ生産者収量コンテストで

全米トップの~又最 2178kg/10a (347bu/acre) を達成

し，今までに合計ー 10回，全米チャンピオンに耀い

でし、る.

2010年のミズーリ州大豆収一量・品質コンテストに

おける 2位の単収は 665kg/10aであり，同年に関催

された各州の大豆収量コンテストの 1位の記録がペ

ンシルパニア1'1'1624，ウイスコンシン外1511， ミシ

ガン州、1646，オハイオ州、1550，ケンタッキー州 656，

0369-52，17 /lO!y500/ 1詰詩文/JCOPY 



，ti1j [111m:大r:iij'ul又UJ:!JI-記釘、

アーカンソー州、1604，各 kg/10aであったことをみる

と， Cullers氏の多収レベルは他を大きく凌架してい

ることが分かる.インターネット上では Cullers氏

に閲して，コマーシャルや動闘を含めた情報が溢れ

ており，まさに大豆栽培の王様 (SoybeanKing) と

して，全米農家で広く知られている存在である.

Cullers氏の経営ではトウモロコシが主要作物で

あるが，大立では自らが持っている単収位界記鎮の

更新を図り， 200bu/acre (1346kg/lOa) 超多収記録

を目指して，毎年，多収翻場で発生する穏々の諜!還

の解決を図るべく新たな技術の導入念試みている.

2010年における生産技術改善の主目標は 2つ

あった.その一つは憾めて肥沃な悩l場で、の栽培で、あ

るため，生脊が旺盛となり{j3IJi)cしやすいので草高の

抑市IJであり，もう一つは卒採栽培による旺盛な生脊

下で多発するダイズ菌核病 (Whitemold， Sclerotia 

sc!erotiorlim) の防除であった. 2010年は，ニれら

取り組みとこれから述べる栽培技術の組み立て，さ

らに好天に恵まれたことにより世界最高記録の更

新が達成されている.

2 ミズーリ州大草収量・品質コンテストの概要

ミズーリ外|大豆協会が主催する . 仁1riE--寸
口口ノ.--J.--'"

ンテストは，応募資格が少なくともlOacre(約 4ha)

以上の面積で大豆を栽培している農家に般られる.

芯募部門は，慣行耕起栽培(米国では培土を尖焔し

なし、)，不耕起栽培，蹴栽培(耕起，不耕起いす一
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れも可)の 3つに区分され， Cullers氏はi接if託部111]で

の記録である.コンテストの対象エリアは， 10acre 

(約 4ha) 以上の大豆栽培臨場のうち，まとまった

5acre (約 2ha)以上の 1ブロックが対象となる.収

量調室は， 2acre (約 80a) 以上を最新のコンパイン

で収穫し，その収穫面積から収益;を算出する.

75bu/acre (505kg/lOa)以とではさらに近接の 2acre

を収穫して再チェックされる.このため， Cullers 

氏の多収記録は約1.6h丘のコンパイン収穫による単

~又である子実はアメリカ段務省の品質基準を満た

していなければならない.これら全てをコンテスト

当局者の立ち会いの下に実施する.

3. 2010年に大豆多収記録を達成した盟場の特徴

Cullers氏が多収を達成した闘場は，ミズーリ川

西部の StarkCity (北主主 36
0

51' N， 閉経 94
0

11' 

W)に位している.この地域は降雨がやや少なく

高温になるため，要71<:主主が少ない C1型作物のトウ

モロコシが主要な作物であり，大立の作付けは比較

的少ない.当該地域の 2010iJ三の気象条件を河緯度

の日本の気象と比べると， 5 月 ~7 月の気j肢が布く，

6 月 ~9 )'Jの日射iitは 2'i1iIJもおい(凶1).この気象

条件から，日本の間続度i也弁?と比べて平1mきが可能

で初期生育も促進され， dらに主主熟期院の;(::;1=1射に

よる前川、光合成と物質生産が期待される.一方， 8 

nの降水が少ないことから，干ばつの回避が重要な

栽培管理になることがうかがわれる.
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|苅 l 多収記録[illl場近隣の気象(記録年の 2010年)と 1:1:i~の!判定年度i也市の気象(1981-2010 平均値)
Lamar， Barton County， MO: 370 29' 44グ N (多収記録[，J;Jtl，}ij:360 50' ) 
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茨城県つくば市 360 03' 刊が N

日本はアメ夕、ス，米国[土 MissouriHistorical Agricultural Weather Oatabaseのデータから作関.
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塁審Lamar，Barton County， MO 
殴新潟県新潟市

ロ茨城県つくば市

5月 6fl 7月

月

8fl 9月

間 1 多収記録i議場近隣の気象(記録年の 2010年)と
日本の向緯度地寄与の気象(1981-2010平均値)

(続き)

土壊はシノレトを中心とした排水性，透水性に富む

物理性の良好な土壌， Newtonia silt loamである.

Missouri Cooperative Soil Survey (MCSS ; Hughes 

1974)によれば，この Newtonia土壌の作土居は 38cm

と厚く，その土色は darkbrown，土性は siltloam (シ

ノレト質壌土)，次層(漸移層)は 38~55cm で reddish

brown， silty clay loam (シルト質液壌土)で，この

まで締綬が努i屈に見られ，被は梧lliに深く伸長

(150cm深)できる.飽和透水係数は，それぞれ O.9 

x 10九m/sec，3 X 10-4cm/secで排水性が良く，有効

水分量も多い.土壌有機物含量は両層ども 2%，陽

イオン交換容量 (CEC)はそれぞれ 15，25cmol (十)

/kgである.このシルトを中心とした排水性，透水

性に富む物理性の良好な土壌に，鶏糞多投による極

めて地力の高い魁場を作っている.

4. 多収化のための品種・栽培技術

1)品種選定

Cullers氏は自分の騒場において， Pioneer Hybrid 

社から供給される多数の品種 (2010年には 411品

穣)を試験栽培し，この環境下で最も多収を上げう

る品種を選定している.州の奨励品種ではなく，自

分の闘;場条件に最も適した品種を自分自身で探す

ことが多段化には重要であると強調している.世界

記録を達成した品種は MaturityGroup IVに属する

Pioneer 94Y71で， ミシシッピデルタ地帯で主に殺

される品種であり Cullers氏が耕作する地域では

一般に栽培されていない.しかし，この品種は肥沃

な臨場においても比較的草丈が伸びすぎず倒伏し

にくいため選抜されている.

2)施肥

鶏糞の多投により槌めて地力を高めた欝場での

栽培にもかかわらず，生育期間を通じて，大量のリ

ン酸，カリと微量;要素を施用している.その施肥は

播種高官だけでなく生育後半まで、謹i銃水に混ぜて~

函に施用し，必要な時に十分な養分を供給している.

窒素肥料は元肥では施用しておらず， 2葉期に追

肥として液肥葉商散布を後述の除草剤散布時に

行っている.窒素施肥量の詳細は不明だが，施用方

法と回数からすると施肥量はそれほど多くはない

と考えられる. Cullers氏も諮淡 (PioneerHybrid社

2011， Farm Progress Show) において，ほとんどの

は根粒窒素回定と鶏棄を多投した土壌由来に

よるものであると角符見している.

また，ラウンドアップ除軍部散布時に薄いショ糖

を混ぜて散布している.Cullers氏は土壌中の微生物

の活動を活発化させるのではないかと考えている

が，その効果は不明である.

3)播種

機種する穏予には，種子処理剤として Optimize

400 (EMD Crop BioScience t:生)と Bio-Forge(Stoller 

USA社)を塗布している.Optimize 400は優良根粒

簡を含むとともに， リボキトオリゴ糖 (Lipo-

chitooligosaccharide) による根系成長や根粒謹索開

定の促進効果， Bio-Forgeは細胞中の余剰なヱチレ

ンの消去やストレス，根毛生育に語与する遺伝子を

アップレギュレートする作用を有し，出芽促進，根

系発達，養分吸収促進等の効果を手干していると両社

は説明してし、る.

Culler氏の大立は4月 14日に慣行法で播種され9

月 2813に収穫されてし、る.この揺種期は陪地域に

おいてもやや王手播きで，これにより開花・結実期間

を数週間建長ーしている.なお，悶緯度地帯の日本で

は，新潟県が 6月上旬播穏， 10 月下旬収穫，茨城県

が 7月上旬播穏， 11月中旬収穫が通常の作期である

ことから，この諸種期は日本の慣行栽培よりも 2ヶ

月程度卒く，生育期間は約 1ヶ月長い.ミズーリナi'I

の4月中旬播種の場合， 6月上旬に開花期を迎える

ので，爽形成期や子実肥大期は際交が長く最も日射

、 6~8fl に相当(酪1)し，干ばつなどのス

トレスを防止できれば，光合成も揺めて高く維持さ
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れるものと考えられる.なお，この多i波大立は，爽

の成熟期になってもまだ茎葉が青々しており傾端

な青立ち状態であったそうだが，茎葉枯凋斉IJ (米関

では登銑されている)が散布され，コンパイン収穫

が行われている.

一方，問緯度地帯の日本での'慣行栽培では 7月

中下旬が謂花期にあたり，焚形成期や子実肥大期は

日長が短くなり始めて臼射量も低下し始める時期

になるので，年聞を通じた日射を有効には使い切れ

ていない作期といえよう.

授察した 2011年は， トウモロコシ収穫後にtM云
した閤場において， 5月に Twinrow (複条)と呼ば

れる畦幅 76cm(30inches)待に 25.4cm(lOinches) 

の 2条を設ける栽横様式で 40本1m2の播種密度で

あった.2010年の生育初期の写真から判断すると，

世界記銀を達成したのも同じ栽植様式であったと

考えられる.

ヰ)程1J伏訪止と生斉鵠節

極めて肥沃な悶;携に平揺さするため，生育が11王盛

で草高が高くなり倒伏の危険性が高まる.そのため，

を抑えるために， 2紫期に Cobra除草剤を作物

油 (cropoil，除草剤などの散布時に効果を高める

ために混合される石油をベースとした補助剤)を混

ぜて散布しているー Cobra除草離を除草剤としてだ

けではなく，綿での利用と伺じように生育鵠節剤と

しても利用している.散布後，主茎長の成長点はダ

メージを受け，道路側からは枯れたように見えたそ

うであるが，その後，分校が非常に発達し茎基部は

殺指よりも太くなり， 3~4 個体分のように広がって

旺盛な生育を示している (StollerHelps Kip Cullers 

Set Soybean Record， http://agwired.com/2010/10/]3/ 

kip-cullers司 sets-new-world-record-soybean-yield/の写

を参照されたし、).また， Cobra 徐草剤処理の 2

週間後に StollerUSA社の製品である Bio-Forge(種

子処理剤としても利用)， Frame (光合成促進;Stoller 

USA社の製品説明より，以下同様)， Keylate Mn (マ

ンガン欠乏抑制)， Sugar Mover (光合成産物の転流

促進)， STO-Ol (試作品)を葉面に散布している.

5)濯獄

センターピボット方式のスプリンクラーによっ

て作物体上部からの薩淑を行ーっている.濯i院の半Ij断

は気温を目安としており ，i.足度が上昇したら慨を

始めて大豆全体を冷やすことを主眼としている.こ

の地域は夏季には 40
0

C荷台後の高温になることがあ

り，上部からのスプリンクラーによる瀧瓶によって

大豆を冷やし，落花を抑制して若爽を維持している.

かなり鎖繁な潜瓶が行われているので，大豆腐場は

生育期間中，十分な水が供給される.Purcell教授に

よれば，画場は物理性が良く排水性に優れるので，

濃瓶後すぐに地表部の余剰7l<-はこi二壌にしみ込むの

で滞水することはないとのことであった なお，

Cullers氏は擢i伎の改良方法として， 2011年から点

滴チューブの地下埋設による地下濯瓶の導入

めている.日本で、は地下水佼制御による安定多11又化

の取り組みを進めているが(島問 2011，Shimada 

ら 2012)，畑地における地下襟棋の効果についても

今後の動向が楽しみである.

6)病害虫防除

ネ播きによる密生化によりダイズI岩核病発生が

問題となるので，その生物的防除に ContansWG 

(Sipcam Agr・oUSA社，菌寄生閣の ConIotlりIJ"IWII

minitansを含む)， Cobra除草剤(大豆への散布によ

り植物体内のイソフラボン生成を促進しダイズ菌

核病抑制効果を発揮)を利用している.また，

Headline殺菌剤 (BASF社)を英伸長初期恨めと

その 3週間後に散布している.Headlineはピラクロ

ストロビン系の殺菌剤であるが，同剤は殺菌効果の

他に大立では増収効果が報告されており，日本でも

紫斑病防止の他に粒大培加の効果を認めている(力fI

ら 2011).また，マメコガネとカメム

答Ehであり，殺菌剤散布時に殺虫剤として AsanaXL 

(DuPont 社)と StewardEC (DuPont 1"-1:) を散布し

ている.病虫害のどちらが主な問題となるかは散布

時には分からないので，通常栽培よりも念入りに対

応している.

5. 2011年の視察で感じたこと

2011年大豆11又量コンテスト用の岡場は， 40acre 

(l6ha)規模でピボット式の濯蹴施設が設置されて

いる(写真1) この悶潟で 2007年には 10411氾110a

の多収記録が達成されている.この中で Cullers氏

は 5acre(約 2ha)の分割した試験区を設け 5品種

を分割して栽培していた.土壌は N呼ewtωoni羽as討il江tloam n 1 

で

称触具つてみた感じでで、は，茨城県つくば市の淡色黒ボク

土普通畑島場に類似の物性であり，排水性，保水性



418 jf占禁および図芸第 87巻第 4-0会 (2012年)

にすこぶる富むことが推察された.

2011年 5月 9f]に複条植え(写真 2)で括種(栽

拙{様式は前述)された.前作はトウモロコシでその

残法は事前にすき込まれている .2011年は生育量が

小さかったため， Cobra 掠草剤による主茎の生育抑

f¥jIJは実施されていない.そのため，分校発達がやや

少なく 2010年の草姿とは全く異なっていた.大立

の草高:ま予想していたよりもかなり能く 1m程度で

あった(写真 3). Purcell教授の話では， 2011年は

泰先の天候が低i!ul.で、湿っていたため，橋穏がやや遅

れ初期生育も小さく，その結果，今年の大豆は 2010

年の世界記録達成時に比べると半分近い生育との

w とであった.それでも 2011年ミズーリ州収設コ

ンテストに お い て ， こ の I習場は 732kg/10a

(108.8bu/acre) の単収をあげ， 2位の 581kg/10a

を大きく引き離して連続後勝している.

写真 1 Cullers JX:の 2011{宇多収コンテスト用の大E
悩jJj;}

ヨ子1'"&3 Purcell教授と?土返品磁の草姿

}の臨場内において，博士課程学生の VanRoekel 

氏が多収要閣の解析を行っており，その中で根粒が

着かない(非着生)品額の栽培を行っている.根粒

;J.lo着生品種の菜身の急は根粒え寄生系統と間程度に

く，土壊の窒素腔沃度が趨めて高いことがうかが

われた成熟期の草姿から茎の全体に爽が良く

していることが分かる(写真4.).

は撮端に大きいようには見受けられなかったが，着

爽が良く 700kg/10aを超える実収量をあげているの

は興味深い.

Cullers氏の多収批界記録達成における重要な要

因として以下が推測される.

1)生育初期の好天(比較的高い気温，白書す)，登熟

期間中の高い悶

Cullers氏は毎年多収にチャレンジしているが，や

はり年次によりかなりの収量差がある. 2010年は

写真 2 鋳滋嵐長 (2011'9三 5)J913)

Purcell教佼， Van Roekel J乏のJf王立による.

写真 4 成熟期の主主姿 (2011年 10月 5お)
Purcell教授， Van Roekel氏の深志:による
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1081kg/10aを達成したが， 2011年は王手先の天候が

く732kg/10aに比まっている.2010年の多収が得

られた理由として，天候が全般に大豆生産にとって

好適であったことがうかがわれる.

2)シルトを中心とした排水性，透水性に富む物環

性の良好なこと壌 (Newtoniasilt loam)に，鶏糞多

投による極めて地力の高い盟場の造成

この磁場は多収トウモロコシとの輪作により，土

壊の有機物(炭素，窒素を含む)が高く維持 (Varvel

1994)されている上に，さらに鶏糞の多投によって

の養分が極めて豊富であると推察される.ま

た，この闘場では保水性が高い上に頻繁な濯j統によ

り干ばつを妨止しているが，土壊の物理性が{;語れて

いるため余剰な濯蹴水の滞水がほとんど生じない.

また， MCSSの土壌に関する情報から根系はし 5m

深以上に達していると思われる.

3)皐播きによる登熟期間の確保 (4月 14臼播種， 9 

月 28日収穫でを圏 167日間)

一般的な播種期よりもネ播きを実施しており， r~~l 

1EJ携が6月上旬頃であるため登熟期間が通;常より数

週間延長されている.者災~子実肥大jり!は日長が長

く日約五tが多いH寺期に当たるので，干ばつ， ~自治l ，

などのストレスを回避できれば，

あげるのには至漉な作期といえる.

4)供試題場で高い生産性を有する品穣の選定と生

育~節斉IJによる倒伏肪lt.

短めて肥沃なに早揮きするので，倒伏の回避

は不可欠である その対策として，他地域向けの品

種を含めた数百の ~J から供試|前l場に特に適した品

殺を選ぶとともに， cobra除草剤による主茎伸長の

抑制，分校の発速による間体群生育長;の確保などが

している.

5)頻繁な港j設による子ばつ防止と葉混の低下によ

る気子し間震の維持，個体群内温度低下による落

花・落英の防止

莱身の局間の空気が乾燥して飽差(温度における

飽和蒸気圧と実際の蒸気圧との差)が大きいと気孔

が閉じ気味になるため，みかけの光合成速度が低下

することが知られている (Pettigrewら 1990，Bunce 

1982). ミズーリゾ十|のこの地域は夏季には高温，乾

操状態となることが多く，気温上昇にあわせたスプ

リンクラー濯献は，波度上昇による気孔部度の低下

抑制と rIT品、光合成速疫の維持に貢献していると考

えられる.また，大立では気混が 35
0

Cを超えると花

粉の不稔 (Salemら 2007)や減収 (Gibsonand Mullen 

1996)が起こりま合めるので，この謹i阪による{Iilll{;本群

内の磁度低下は，落花， ~答爽を低減させ，爽数確保

にも寄与していると思われる.

6)病虫害防除の徹底

早播き， ij巴沃なl習場での栽培で大立の繁茂最が多

い上，頻繁な濯j阪を行うことにより，ダイズ菌核病

発生が大きな問題で、あったが， Contans WGによる

生物的防諜， Cobra除草剤が有するダイズ筒核!病被

害抑制効果によって被害防止に成功している.また，

通常の栽培よりも殺菌剤，殺虫剤の入念な散布によ

り，病害虫訪除を徹底した.

7)カ1)，1)ン酸，微量要素の葉菌散布

Cullers氏は，生育後半でも楠物が必要とする時期

にこれら養分を供給することが重要だと述べてい

る.ただし，非常に!肥沃な題i場で、栽培しているため，

どの程度の効果があったかは不明で、ある.

予れらの対応から分かるように，日射琵:を最大[i長

に活かせる作期に多収品種を作付し， f到{犬，

水分，高i払総書虫，雑草等の諸ストレス全てを悔

カi回避したことが起多収の主ほ!で、あろう.ま

良根粒陸，生長促進剤等も利用しているが，それら

の増収効果については今後の解析に期待したい.

6. 最後に

大交の多収記録については，古くは 740kg/10aの

記録 (Evans1993)があり，多収限界は Sinclairが

730kg/10a (Sinclair 2004)， Spechtらが 800kg/lOa

と推定 (Spechtら 1999) している.このような収

益眼界が研究者から提示されている中で，その推測

をはるかに上田る多収穫事例がアメリカ合衆院!ミ

ズーリ州の農家が達成したことは，既存の理論だけ

では計り得ない滞在的能力を作物が夜、めているこ

とを示す好例といえるであろう.

Cullers氏はたいへん多くの投入資材，管球技術を

駆使しており，採算を度外視した，あくまで多収記

録を狙った生産技術を用いている.それぞれの処理

全てが本当にt普段に繋がっているのか，やや疑獄jの

ものもあるが，このチャレンジは大立多収化の可能

十生を大きく広げたのは陪違いない.

Cullers氏のもとには多くのf古家が来訪しr1i3-収

を20bu/acre (= 135kg/ 10a)上げるための銀の銃弾
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(一発で効く特効薬)は何か?J と良く開くそうで

ある.その際総合システムとしての取り組みが

必要であり，決して特効薬はなしリと Culler・s氏は

毘答している (Toburen2010). Cullers氏は f成功

率例よりも失敗事{7iJカミらより多くのことを学んだJ

と述べているように，河到な闘場観察に基づく言者ス

トレスへの地道な対策，多くの試行錯誤が世界記録

の“成功の母“であるといえよう.

アーカンソー州立大学の Purcell教授， Van Roekel 

氏は，現在， Cullers氏の麗場内と大学内閲場におい

て超多収化に関わる要悶解析の研究を開始してお

り，その成5誌が期待される.

日本での多収事例として，試験研究機関では坪刈

り収量ではあるものの，600kg/10aレベルの多収は

されている(野崎 1967，大滑ら 1981，

善共励会においても，昭和 59年度に全メIjり収量で

624kg/10aの単収を最高に，坪刈りであった第 12

間以諒を含めて 500均110aを超える年次は計7田報

されている.多収性品種と適切な栽精管理技術，

そして把沃な臨場と天候に恵まれれば，臼本におい

ても 500kg/10aを超える多収大豆は再現性のあるi反

るといえよう.だ、が，日本は生育初期の

気温がやや{尽く，登熟期間の日射最も約 2割低いの

で，このアメリカ合衆国で、の超多収生産技備とその

日 てはめることはできない.

しかし， Cullers氏が行ってきた品種の選択，地力の

問委IJな闘場観察に基づく諸ストレスの緩和な

どの総合的な対応は，見習うべき点が非常に多い.

今後は，これら多収化に関わる情報，知見を参考に，

わが臨の大豆生産性向上に向けた研究開発を進め

ていきたいと考えている.
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